
 137

 
Ⅴ．参考 
１．参考図表 
（１）貨車の国家保有数量 
 
 ２００３年末までに国家が保有している貨車の数量をここに示す。参照文献は「鉄

道年鑑２００４」である。 
 
長物車  ９６，４３９両 １８．７９％ 
無蓋貨車 ３１４，５４８両 ６１．２８％ 
トレーラー  １６，０５８両  ３．１３％ 
コンテナトレーラー   ８，６２６両  １．６８％ 
タンク車  ４１，１４１両  ８．０２％ 
保温車   ７，７６９両  １．５１％ 
鉱石車   ４，８４６両  ０．９４％ 
セメントタンク車   ４，４５４両  ０．８７％ 
大型トレーラー     ４０１両  ０．０８％ 
特殊貨車   １，６０５両  ０．３１％ 
家畜車     ８１２両  ０．１６％ 
毒物貨車   ２，０５７両  ０．４０％ 
食糧貨車     ５９０両  ０．１１％ 
車掌常務車   １，８２０両  ０．３５％ 
合計 ５０１，１６６両 



 
（２）広安門駅提供託送票 
 
 下記図表託送表は、広安門駅（北京市）より提供されたものである。左部分が貨物託送申込票であり、右部分が同控えである。両者は

一つの用紙に結合した形で利用者に配付される。また、下記図表より明らかなように、それぞれの裏面には注意書きが記されている。 
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（３）遠成集団提供託送表 
 
 下記図表は、遠成集団より提供された託送表である。基本的には鉄道部（広安門駅）より提供されたものと大差はないがユーザーコー

ド（原文は［客户编码］）やサービス方法（原文は［服务方式］）のほか保険の加入・未加入の確認等が追記されている。 
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（４）遠成集団提供列車運行表 

 
 下記図表は、遠成集団より提供を受けた列車運行表（ダイヤ表）の一部である。遠成集団は２００４年５月より新しく開始された特急

貨物列車（原文は［行邮专列］）や急行貨物列車（原文［行包快运专列］）といったサービスを積極的に取り入れている。 
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（５）鉄道建設予定図 
 下記図表は、鉄道部が公表した中長期鉄道網整備計画図である。 
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（６）急行貨物列車運行経路図 
 下記図表は、急行貨物列車（原文は［行包快运专列］）第１、１３線である。 

 
第１線 

（往路） 
 杏林（南昌）→濱江（上海市）→瀋陽

→長春→ハルビン 
（復路） 
 ハルビン→鄭州北（鄭州） 
→江岸西（武漢市）→大朗（広州市） 
→アモイ 
 
第１３線 

（往路） 
 豊台（北京市）→重慶→成都西 
（復路） 
 成都西→ウルムチ→石家庄 
→豊台（北京市） 
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 下記図表は、急行貨物列車（原文は［行包快运专列］）第２、１２線である。 
 

第２線 

（往路） 
 艮山門（上海市）→蘭州→ウルムチ 
（復路） 
 ウルムチ→蘭州→西安西（西安市） 
→義烏（杭州市）→上海西 
→艮山門（上海市） 
 
第１２線 

（往路） 
 大朗（広州市）→長沙東（長沙市） 
→江岸西（武漢市）→鄭州北（河南省）

→天津西（天津市） 
（復路） 
 天津西（天津市）→鄭州北（河南省）

→江岸西（武漢市）→貴陽南（貴陽市）

→昆明東（昆明市）→大朗（広州市） 
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 下記図表は、急行貨物列車（原文は［行包快运专列］）第３、７線である。 
 

第３線 

（往路） 
 棠渓（広州市）→豊台（北京市） 
→瀋陽→長春→ハルビン 
（復路） 
 瀋陽→豊台（北京市）→棠渓（広州市） 
 
第７線 

（往路） 
 蕭山西（上海市）→株洲北（株洲市）

→貴陽南（貴陽市）→昆明東（昆明市） 
（復路） 
 昆明東（昆明市）→貴陽南（貴陽市）

→株洲北（株洲市）→鄭州北（河南省）

→北郊（上海市） 
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